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攻めのウェルビーイング経営を実現するウェルビーイングトランスフォーメーション（WX）
ウェルビーイングは「人」系の課題解決の有力な切り口であり、、、 、、、「攻めのウェルビーイング経営」により企業価値向上を狙える

弊社は「自分事」としてウェルビーイングに対峙しており、、、 、、、独自の知見・ツールを活用した実効性ある支援ができる

マンパワー不足
イノベーション
人材の不足

主に中下位層の
生産性底上げ

ウェルビーイング向上の経営的な意味合い 「人」にまつわる経営課題との対応

生産性UP

創造性UP

離職率DOWN

ブランディング

＋

31％↑

3倍↑

59％↓

加えて、ウェルビーイング経営
によるブランディングへの寄与も

期待できる

「幸福度」の高い人は、
そうでない人に比べて、、、

ウェルビーイングな
職場でエンゲージが
高まり生産的になる

ウェルビーイングな
職場に

居続けたくなる

ウェルビーイングな
職場に

入社したくなる

優秀人材が
ウェルビーイングな

職場に居続けたくなる

優秀人材が
ウェルビーイングな

職場に入社したくなる

優秀人材が
ウェルビーイングな

職場で創造性を発揮

守りのウェルビーイング経営 攻めのウェルビーイング経営

ウェルビーイング
導入の帰結

形式要件の充足、ないしは
福利厚生＋αで中途半端に終始。
場合により“ウェルビーイングウォッシュ”

自社のビジョン・戦略を支える
ウェルビーイング経営の実現

スタンス
とにかく、企業として対応していることを
示すため、世の中の「ウェルビーイング」

の波に乗り遅れないようにする

ウェルビーイング経営の実現を「企業価値向上のチャンス」と捉え、
戦略的にウェルビーイングを企業経営にビルドインする

取り組みの
主眼

ワークライフバランスの改善、
女性比率の向上等のダイバーシティ

指標改善などを中心に取り組む

左記の守りの施策もスコープと捉えつつも、
創造性・生産性・退職率を改善し、根本のカルチャー変革や

ブランディングにもつなげて企業価値向上をめざす

担い手 あくまでも人事部に閉じた仕事
全社（CEO、CHRO、CWO）イシューであることはもちろん、

特に日本の場合は特定BUや営業等の特定部門でも改革を主導
（例：特定BUのウェルビーイングと中下位層の生産性の向上）

人的資本の
情報開示

比較可能性の視点に偏った開示や、
自社の戦略との関連付けの甘い開示

自社のビジネスモデルや経営戦略と密接に紐づいた
高い独自性と比較可能性をバランスよく担保された項目を開示

クイックウィンとして
評価、教育制度等の
施策を連打（実行中）
• クイックウィンを同時

並行で実施中
• 施策連打による

「カルチャー変革」で
組織DNAから変革

• 創業から2年強で
これまで順調に成長

• 今後更なる成長のため、
これまで以上に「組織
の健全な成長」が必要

‒ 競合事例によると、
「質を犠牲にした
成長」に陥るリス
クあり

• 従って、第2の成長
フェーズの現在、
「ウェルビーイング」を
根幹として健全な成長
を志向する

背景 取り組み内容（現時点）

⓪
Set

①
Scan

②
Plan

③
Build-in

ウェルビーイング企業化
へのトップのコミット
• 採用媒体等で明言
• ウェルビーイング経営の

3つの切り口全てが目的
‒ 低WB層底上げ
‒ 高WB層強化
‒ 高WB層採用

CWOチームの組成
• 戦略とウェルビーイング

に知見を持つCWOを
採用（CMO兼務）

• データサイエンス、組織
人事等の専門人材を
CWOチームとして組成

従業員の
ウェルビーイングを
可視化・分析（準備中）
• CWO参画後2か月

以内に実査予定
• 定量調査＋デプス

ブランディング含めた
ウェルビーイング向上
計画を策定（策定中）
• 社内ウェルビーイング

向上に加え、
マーケティング観点から
の外部発信も計画化

トップ自ら「ウェルビーイング企業化」を宣言 11項目のウェルビーイング評価指標を設計
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EW!評価指標項目の概要

1

2023年10月20日
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２．EW!指標について（おさらい）

EW!指標はその他3指標（VC・PD・BO）の上位概念 EW!指標は3つの構成要素（再掲）

構成要素 キーワード

Enjoy
Working!

自分起点のEW!
“とにかく楽しい”

社会起点のEW!
“意義を感じ楽しむ”

他者触発のEW!
“仕事の楽しさを
他者に波及”

• 好奇心
• 挑戦心
• 没頭
• 熱狂
• 達成感

• 前向き
• 個性を

出す
• 野心

• クライアントの成功
• グロービングの成功
• グロービングへの愛
• 社会的インパクト
• 社会正義

• 感謝
• 笑顔
• 明るい
• チャーム

• 場づくり
• ビジョン
• やる気

にさせる

Value
Creator

People
Developer

Business
Operator

Enjoy
Working!

行動指針
・アクション

マインドセット
・行動特性
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５．EW!評価指標項目の詳細

Senior Manager / 
Director

ManagerSenior ConsultantConsultantサブカテゴリ―カテゴリ

自分起点のEW！
“とにかく楽しい”

Enjoy 
Working!

社会起点のEW！
“意義を感じ楽しむ”

他者触発のEW！
“仕事の楽しさを
他者に波及”

客観的に見て、仕事に熱狂・没頭している1

仕事の面白さを積極的に他者に表現している2

守りに入らず新たな挑戦を積極的に行っている3

客観的に見て、クライアントファーストを体現している4

グロービングの企業価値向上に向けて積極的に組織貢献活動に携わっている5
「仕事の意義」及び「個人的野
心」「グロービングのビジョン」「社
会的意義」とのつながりを積極的
にチームメンバーに表現しモチ
ベートしている

6

チャーミングに振る舞える（笑顔、挨拶、感謝など）7

一緒に働きたいと思えるような人間的魅力を持つ8
プロジェクトや組織におけるムード
メーカー（＝常に前向きなグロー
スマインドセットな姿勢でチームの
心の支柱となる）とみなされる

9

躊躇せずに上位者と積極的にコミュニケーションを取り、巻き込んでいくことが
できる

10

社内で明確な自身の魅力的な
キャラ付け（含、専門性）が確
立しているとみなされる

11

躊躇せずに社内（含、他チー
ム）関係者を巻き込んでいくこと
ができる

自ら積極的に社内だけでなく、
社外関係者を巻き込んでいくこ
とができる

プロジェクトや組織におけるムードメーカー（＝常に前向きなグロースマインド
セットな姿勢でチームの心の支柱となる）とみなされており、積極的にメン
バーをチアアップする

社内外で明確な自身の魅力的
なキャラ付け（含、専門性）が
確立しリスペクトされ、一部スタッ
フからはロールモデルとみなされる

「仕事の意義」及び「個人的野
心」「グロービングのビジョン」「社
会的意義」とのつながりを積極的
に社内外に表現しておりメンバー
や採用候補者を惹きつけている

3 4

1 2

グロービング株式会社 ウェルビーイングトランスフォーメーション（WX）リーダー
パートナー／CWO兼CMO 髙木 健一 kenichi.takagi@globe-ing.comコンタクト

ウェルビーイング全国調査

ウェルビーイング分析ノウハウ
ウェルビーイング可視化レポート

1. 組織のウェルビーイング状態
• 全体水準・組織別階層別状況

（含、全国平均との比較）
• ウェルビーイングの分布状況
• ウェルビーイングとパフォーマンスの関係

2. 従業員クラスタ別状態
• 従業員クラスタ全体像
• 従業員クラスタ別プロファイル

3. ウェルビーイング阻害・促進要因
（ツボの押し所）
• 従業員ジャーニー分析
• 真因メカニズム分析

4. 初期的施策候補一覧
• 3章を踏まえた初期的な施策方向性

※施策の具体化はPlanフェーズ

2023.12月頃に「全国働き手実態・
幸福度調査2023」を完成予定

グロービング独自の“ウェルビーイングScanツールキット”で
定量調査・分析、デプスインタビュー等を実施

“ウェルビーイング可視化レポート”
をアウトプット

• 職位
• 所属組織
• 職種
• 勤続年数
• 年齢
• 性別
• 入社ルート
• 入社時の職位
• 経験職種

• MBTI
• 価値評定スケール
• ビッグファイブ

• eNPS
• 期待一致度
• 12か月後残留意向

• 仕事への熱狂度
• パーパスとの一致度 • 既存施策の活用状況

• キャリア適正
• キャリア志向性
• 創造性

• 生産性

• SWLS（幸福度）
• 幸せの4因子
• ギャラップ充実度

• 心理的安全性
• XXX（その他何か）

既存施策

仕事の
パフォーマンス

幸福度

組織風土

基本属性

心理属性

仕事の充足度

ウェルビーイング施策マップ

例：ウェルビーイング状態の
分布可視化

例：クラスタリングによる
従業員セグメントの分布可視化

例：決定木分析による
コア人材決定要因分析

例：従業員ジャーニーによる
ウェルビーイング課題導出

例：従業員セグメントの
プロフィール分析

例：ウェルビーイング観点での
既存施策の断捨離

8週間
程度

*目安
*調査リードタイム
などにより前後

ウェルビーイング診断項目

DNAの変革

仕組みの変革

ウェルビーイング経営

仕
事

組
織
風
土

つ
な
が
り

快
適
さ

企業価値の向上

従業員体験（EX）改善
入社前～オンボーディング～従業員としての

生活～退職までの体験の不を改善

ジョブローテ、キャリアパス設計
個々人が主体的にキャリアを築くための

制度設計

評価制度設計
従業員のウェルビーイングを高めるための

評価制度の設計（他者のWB向上など）

縦方向のつながりの設計
ツリー制度、カウンセラー制度などの

通常業務のつながりの設計

横斜めのつながりの設計
組織内マッチング制度、

MBTI等の他者理解ツールの導入などの設計

経営陣との対話の仕組みの設計
従業員の生の声の経営陣への連携、

バディ制度などの設計

フィジカル・メンタルWBの支援
スポーツ費用補助、ヨガ・瞑想環境

などの整備

教育制度設計
研修・教育プログラム、教育費用補助などの

ベネフィット設計

快適なオフィス環境の設計
コワーキングスペース、飲食提供、

PC/wifi整備などの快適な環境の整備

カルチャー変革
あるべき組織風土、人材要件定義に基づく

チェンジマネジメント

生産性UP 創造性UP退職率DOWN

ブランディング
実際のウェルビーイング向上に基づき

ターゲットのWB阻害・促進要因を訴求

IR／人的資本の情報開示
ウェルビーイング経営の成果を独自性・

比較可能性の観点を踏まえた指標で開示

チャレンジを促す制度の設計
挙手性の異動、新規事業提案、2割の課外

活動等のチャレンジを促す仕組みを設計

退職防止プロセスの整備
退職予兆分析に基づく

退職防止プロセスの設計

業務プロセス改善（BPR）
業務改善によるパフォーマンス向上に加え、

業務プロセス上のWB阻害要因も除外
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